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螺旋状地球軌道の一考察
地球公認蓮度に上箇年問と下露年間に大差あり燃差二倍弱な瞬
會員　奥村幸二郎
第・一節　　螺旋献地球軌道に就て
　17　83年W・ハ！セノン氏が太陽向点登見以來，規多謝者の観測
研究に依b，太陽の向点運動は既に定説こなって居る・只其観
測材料如何に因って向点其者に而ては些少の差違あれざ，大憲
に於て，其方向は局限されて居る．
　斯ぐ向点運動の肯定されある以上は，太陽系諸星は主星の此
運動に随俘すべく各遊星は各其軌道孚裡に相懸する李面的橘田
軌道を描くべきものでなく，螺旋状軌道を描き以て主星たる太
陽の向点運動に随って天の一方へ進行せなければなら9］・因に
私は先づW．、Vキヤムペノv氏1926年順流の敏値に基き，我が地
球が如何なる螺旋状軌道：を描くべきやを算出せんご計算中，圖
らすも首題の如き奇異なる敷字が現はれて來ナこのであbます・
　元來，諸遊星が軌道心酔中，時に其公立速度に多少の官邸を
生するが如き事あるは，ケプV／V第二法則所謂面積定理に依り
豫期せし事ではあったが，今回の如く7地球の上孚年聞（冬至
一春分一夏至）軌道が，店下雫年間（夏至一秋分一冬至）の儲
れに比し，後者百に封し前者の比が百八十九こいふ大差を示
し，從って其公轄李均速度も之に準じtこる大差が現出しましtこ，
　　　簗二節　　向点が黄道北極に位する場合
　研究且計算の順序こして向点が地球軌道面の直上帥ち黄道北
極に在る場合には，螺旋状地球軌道は次式1こ依b求め得ます．
　ゾX習十Y2　＝＋一一一一年間の螺旋状軌道長
　IL茎2’±避　　＝李下公黒汗度（秒速）
　　　s
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　　　　　x　　　　　　（u）rs　一一圖
　今太陽が第一圖甲の如くSよbS－S4へ・Le向点運動をなすご
せば，地球は其軌道宇径に難じてABCD　ti田筒上を太陽の向点
運動に随件して螺旋状に綾回公則すべきものである・依て甲稽
田筒面をACにて切開けば，乙圏ACA’C’李方形こなり地球軌
道はAC’こなって現れる・依って其軌道長及公縛李均速度は次
の式にて算出される・
　ゾX2十Y2＝11．2476．8679K・3L螺旋朕軌道長
　、／X2＋Y2　　　　　　　＝：35．64KK／，。。　公縛ZF均速度　　　s
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第三節 寒ヤムベル属登褒の向蕪運勲線は黄道に斜
交す
1926年キヤムペノv，
　　　　　赤経
　　　　　赤緯
　　　　　向点運動秒速
　　　　　観測材料
ムーア爾氏登表の太陽向滋は，
　　　ゆ　　　　　£326　s5　十z8036’
N■胃52ひえ’δ5”
　　　　　27　14　5
　　　　　十280　6
　　　　19．　61〈．M．
2119星の三線速度
　　　此敷値に從へば，向点
　　は第二圖の如く黄道面直
t「 繧ﾉ非すして，其向点運
　　動線は黄道面に斜交し其
　　角度は5掌り2’55”である．
　　　叉赤経271。5は夏至点
　　即近に位する故，地球
は第三圖斜立楕田筒面を太陽の向点運動に随烈しつ＼螺旋歌に
親回進行せねばならSZI．
　されば地球の此螺旋状軌道を算測するには第三圏を識C線に
て切開けば，大身に於て
第四圖の如き矢筈形tiな
り，地球軌道はAF　FC・こ
なって現れる・而して第
四圖AB：EFは尊行四様形
であり，叉〔コ1）：FE’C’も
李行四邊形にて且作圖上
前者ご全等形なるが故に
FCノは」3Eに等しい．　さ
ればAF　13E爾線は［コ
ABEFの甥角線であり且
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此爾線の和は一一一・ts間の螺旋状軌道長に當る故，計算の結果併せ
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て次の諸要素をも算出する事を得ナこ・
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　此の如く上下峰町年間
に垂拶乙滋長も；建三型專2拝均速
度も百樹百八十九こいふ
大差が現はれて611　fZので
あbます．
第四籔轟 尚黙蓮睡
蓮度ビ軌
道李均蓮
震ビの力
甥的計算
????
下華年聞軌道長
上孚年間軌道長
一公享年間軌道長
下宇年軌道：ご黄道面の角
上雫年軌道ご黄道面の角
下宇年間公輻李均速度
上宇年間公邸卒均速度
．L下雫年間軌道長の比
?C
　先づ太陽の評論速度ご地球の軌道上（4酒毒）4S：均速度を用
ひて力學的計算をなせば・下記の敷盤が現れる．
ぐ寧）　向点が黄撹即日に在る場合
　1／V2　十　V　2　＝：3c5・64KM／，，c
　　V＝19．6KM／，ec向瓢蓮度キャムN“ノv氏19・・26年
　　v＝＝29．76KM／，，c地球公轄ZF均速度
此敷値は前記第二節の敷値ご一致する．
（乙）　向点動蓮線が黄骨面に斜交する場合
　前記第三節ご同様の場合には次式に依b算綴し得る・
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　ゾV2＋v2＋L？・＞vcos　i＝　　上牢年間李均公韓速度
　1／v2＋v2－zVveosi＝　　下雫年間李均憂縛速度
　此式は第五圖に基き導き出しナこものである・
難黙ミ三響糊謎θ
　G2　＝　（Vx一一｝一vx）2　一i－Vy十vy）2十　（Vz＋vz）2
　G“D　＝：　（Vces　i　十　vsin　e）2　十　v　2　cos“一e　十　V2sin　2　i
　G2　＝：　（V2　十v’g十2Vveosl　sin　e
　　G＝レ／V2＋v2一・z＞vcos　1　：下掌年間の4s均速度
　V　＝＝　log’．　19．6　＝＝　1．2922561
　v　＝＝　log．　29．76　＝　1．4736329
　cosi　＝＝Iog．　cos52S　2，　・55＝　1．7885328
　2＝：log　2　＝＝　．3010300
　10g　2Vveosl　＝　2．80’54518．
　，log　V　2　＝2．58t15122
　10g　v2　＝2．　（9　47　L）　6’　i）8
　∴ゾV2＋v。ピー2、IVcosi＝　23．51　下掌年間公轄秒速
　　ゾV2＋v2＋2＞veosi＝　44．57上雫年間公輻秒速
　之を第三節の紅土ビ饗　　　　　　　　　　豊
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　A照するに何れも近似値で
ある・尤も第三節は下図
周壁を用ひ叉軌道長計算
も十桁迄精算しあるに，
本節に於てはチヤンバ1
醤敷表に依る七桁本位で
あるご且cosineは圓周率
基準なれば端数に於て微
細嵯違を生じt・るもの　第姻梱、。綴怠融船
ならんがヲ要するに上下　　　　　　“一X頑熊z麟撫し独
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千宇年の李均速度に二倍弱の大差あるは，三角術計算に於ても
力學的計算に於ても同値であります・
　　　結　　　　　　論
　要するに本文は，キヤムペノレ氏敷埴に基き專ら地球軌道を計
箕したのでありますが，諸亡者の観測研究の：如く太陽の向黙運
動線が黄這面に斜交しある限りに於ては1
　　“螺旋状軌道を遙行ずる地球の公韓季均速度は，太陽の向
　黙運動の影響を受け雫年間（‘ド公敵週期）を界こして渥速を
　生す”
叉之れご同様の意味に於て，同影響が諸遊星の公轄李均速度上
にも現はれる事ご：考へられます．
　希くは御激正を賜はらん事を，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　（　L7　，）．　X　．　1　9　2　9　）
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稀有の三石
華北仁同に墜落
　慶応漆谷郡仁同に幼児頭大程の険石墜落せる稀有の出來事あ
b，去る十九日午後四時頃仁皇帝仁同面識面識の粟穂が褻畑に
遊び要しに，非常な音響を立てs天より墜落しドシンご大地に
地響をして一一一一i尺程埋没せるものあb，鮮童は飴bの響きに恐れ
泣き叫びて附近の黄致砥方に逃げ込みたれば，黄は何事ならん
ご委細を尋ね乍ら現場に行き見れば，地底深く黒焼せし小兇頭
大の花甲岩のありしかば，さして氣にもせす自宅に持ち蹄リナこ
るに，回れが近所の評判こなり種々の風説を生みつ＼あるを葺
